
令和５年度 体育祭スローガン： 「無双」 ～仲間と進め勝利への道～

「 感動の余韻の中で 」 体育祭実行委員長 ３年 足 立 成 龍

猛暑により実施が延期されましたが、そのような中であっても、これまでの練習に励む

姿、競技に一生懸命に取り組む姿、応援合戦での迫力のある応援には、この太陽をも跳ね

返すような輝きを、そして、この猛暑をも超える“絶対勝つ”という熱意を感じました。

今年度の体育祭スローガン、「無双～仲間と進め勝利への道～」にかけた、“仲間を信じ、

勝利に向かって互いに切磋琢磨し合える体育祭”を、みなさんとつくりあげることができま

した。結果発表にうれしく思っている人もいれば、悔しい思いをしている人もいるでしょう。

“勝ち負け”というのは一人だけでは生まれません。同じものを目指して競いあうライバ

ルたち、いつも支えてくださる先生方、そして何よりも深い絆で結ばれ、ここまで一緒に歩

んで来た仲間たち。こんなにも多くの人々がいて成り立っています。軍は違えど、今この場

で、切磋琢磨しながら精一杯に戦うことができたことに感謝の気持ちでいっぱいです。

この体育祭を通して、みんなで一つになり、目標に向かって一生懸命に努力することで得

た一体感と感動は言葉では表現できません。素晴らしい、価値あるものに気が付けました。

今日のこの感動を忘れず、これからの生活に生かしていきましょう。

こんなにも大きな感動を手にし、みんなの力で体育祭を成功させることができたことを、

とても嬉しく思います。感謝の気持ちで代表のことばにかえさせて頂きます。

本当にありがとうございました。
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思いっきり走って、叫んで、笑っ
て、きれいな汗でした。美しい笑顔
でした。一人一人が全力で競技し、
心を一つにして応援する姿に、感動
しました。特に応援合戦は、圧巻でし
た。圧倒されました。がんばってき
た甲斐があったと思います。勝敗を
越えた，大きな宝物を手にしたので
はないでしょうか。大切なことは、結
果ではなく、勝敗ではなく、これまで
の歩み。記録ではなく、記憶です。一
生懸命になること、みんなが力を合
わせることは美しいものです。
体育祭を通して、固く太い絆がで

きました。それが何よりも嬉しいで
す。私は、河北中生を誇りに思いま
す。この絆をこれからも繋いでい
き、河北中での青春を輝かせていき
ましょう。
子ども達を励まし，温かい声援を

送ってくださいましたご家族の皆さ
ん、地域の皆さん、ありがとうござ
いました。これからも、河北中生が
みなさんの希望となれるようにがん
ばります。

「地域とともにある学校づくり」の一つとして、地
域貢献活動を推進しています。そこで「河北中生がど
んがまつりへ参加し、地域交流することで、ふるさと
をもっと知り、ふるさとを愛する心をさらに育てたい。
そして、河北町発展への将来の担い手となってほし
い。」との思いの中でボランティアを募ったところ、
朝の清掃ボランティアに１２５名、提灯屋台の引き手
に３４名が参加してくれました。ほかにも、当番地区
の「囃子屋台」にたくさんの生徒が参加し、ふるさと
のお祭りを大いに盛り上げました。ふるさとの自慢の
お祭りを、様々な形で友達と楽しんでいる姿を目にし、
とても頼もしくほほえましく思いました。




